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論文内容の要旨
要旨， φ は有理数体Q を基礎体とする Indefinite な Ouaternion， 0 をその極大整域， I'は正の reduced
norm をもっOの単数群とする。 φ の判別式と互に素な自然数N 1こ対して ， I'N二 {rE I'lr===l mod N} とおくの
φ の実数体での表現でI'，I'N は複素ヒ半平面上の Fuchs 群と考えられるから，これら1'， I'Nに対応する保
明関数休をそれぞれ FN， Fl とする o Q上で定義さ ~~lFN をその代数関数休としてもつ代数曲線をLN とおくの
f 2 T[ﾌ ¥ ¥ 1. _ :r.r~y;.) . ).、部 G二二I'/I'Nは，拡大 FN/F1 (SN) の(ごN 二 exp (-=-'N'-) galois 昨と仙っていることから， LN の Jacobi 多様体上
に operate していると考えられ， その解析的表掛から得られる指標を χ とするつ体 k=Q(とN) のほとんど
すべての(すなわち有限ケを除いた)素イデア )Vpに対して local な Artin の L-関数 p Lp (s ,):.; F N/Fl (SN)) 
を考えることはできるのそこでこれらの Lp に対して L(s， χ; F N/Fl (SN)) ニゲ Lp (s, x; Fn/Fl ((N) )を以
て曲線 LN の Artin-L-同数と定義するの但し p は有限ケを除いたすべてのkの素イデアルに関する積)0 LN 
の Modulor correspondence (こ闘する合同関係式を使って，ある種の z に対してこの Artin L-画数の巾 (χ
によりきまる)が Modulor correspondeuce を Automorphie form に表現して得られる Dirichlet 級数にて
表わし得ること，従って複素全平面に meromorphic ~こ解析接続可能且関数等式を満すことを示す (Theo
rem 1) (Shimura: On Dirichlet series and abelian varieties attached to automorphic forms<to appear> 
の結果を使う) n 特にχがある条件を満している時には L(s， χ; FN/Fb(FN)) 白身国己の Diriehlet級数によ
り表わされることを示す (Theorem 2) 。
論文の審査結果の要旨
るものである司
今野1fの論文は|ある種の保聖関数により一意化される代数f~J 線のアルチン L 関数について」 と題す
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有限次代数体上に定義された代数曲線 C に対してそのゼータ関数 Zc をハーセおよびウェイユに従い定
義できるが，この関数 Zc の研究は一般には非常に困難で、ある。 C がある種の保型関数で一意化されると
きは， Zcを具体的に書き表わすことができ，その全複素平面での解析性や関数等式が知られている。きて，
Cのガロア群の指標 χ に対して一つの関数 Lχ を，通常の代数体におけるアノレチン L 関数の類似として，
定義することができる。この関数 Lχ は， Zc を特別な場合として含み，一般にそれが全平面で有理型で関
数等式をみたすことが期待されている。 Zcが知られている場合でも，このことの証明はまだ完全になされ
ていない。ランガチャリは，最近 C， D を一意化する保型関数が楕円モジュラ関数であるときを研究し，
ある型の χ について Lχ の解析性を示した。
きて，本論文においては，これを特別な場合として含む同様な結果が得られている。すなわち，不定符
号の 4 元数環の単数の作るフックス群に関する保型関数で一意化される代数曲線 C， D を考える。この保
型関数は，楕円モジュラ関数を特別な場合として含む。上の場合の ZD は一般にすでに知られているので，
その結果を利用して Lχ の全平面上での有理型性と関数等式を確立するのが本論文の主要定理である。ま
ず第 1 章において乙の保型関数があるアーベル多様体の不変量として得られる乙と，またその合同関係式
など既知の事実が要約される。
第 2 章では，いわゆるヘッケ作用素を指標 χ との関連においてしらべ，そのこ通りの定義の閣の関係を
しらべいてる。次に第 3 章において，問題の代数曲線の数論的考察と，合同関係式とから，適当な自然数
m について L? に関する結果が得られる。ここで m は χ によって定まり， ある型の χ については m= 1 
となり，その場合結果は簡明になるロ
本論文の価値は，まず既知の結果をかなり一般化した点にある口問題の保型関数が楕円モジュラ関数の
場合にも，ランガチャリよりは一般的である。そればかりでなく，本論文はランガチャリにおいてあいま
いにされていた諸点を明白にし，また統一的な万法により，本質的でない複雑さを除いて理論を透明にし
ているので，これを大いに認めるべきである。以上の点を考え合わせて，本論文は理学博士の学位論文と
して十分価値あるものと認める。
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